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１ ～ ３ 歳児をもつ養育者計557名。















































































記入 ４ 名（0. 9％）であり，全体の半数が専業
主婦であった。
世帯構成は，核家族375名（84. 7％）， ３ 世代
同居46名（10. 4％），その他10名（2. 3％），無

















































１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
男児 女児 全体 男児 女児 全体 男児 女児 全体 男児 女児
AQS 全体 n 73 67 140 61 58 119 84 79 163 218 204
M 3. 61 3. 60 3. 61 3. 48 3. 48 3. 48 3. 44 3. 50 3. 47 3. 51 3. 53
SD （.28）（.37）（.32） （.38）（.37）（.37） （.33）（.36）（.34） （.33）（.37）
安全基地 n 76 68 144 62 61 123 88 83 171 226 212
M 3. 41 3. 36 3. 39 3. 15 3. 17 3. 16 2. 97 3. 11 3. 04 3. 17 3. 21
SD （.59）（.74）（.67） （.69）（.63）（.66） （.70）（.80）（.75） （.69）（.74）
接近接触 n 76 68 144 62 59 121 87 81 168 225 208
M 4. 39 4. 37 4. 38 4. 28 4. 28 4. 28 4. 31 4. 35 4. 33 4. 33 4. 34
SD （.43）（.50）（.47） （.51）（.50）（.50） （.43）（.53）（.48） （.45）（.51）
従順 n 77 69 146 63 60 123 86 81 167 226 210
M 3. 79 3. 83 3. 81 3. 55 3. 59 3. 57 3. 53 3. 66 3. 59 3. 62 3. 69
SD （.51）（.58）（.54） （.59）（.66）（.63） （.61）（.59）（.60） （.58）（.61）
不信回避 n 77 69 146 62 61 123 88 83 171 227 213
M 3. 14 3. 09 3. 12 2. 97 3. 06 3. 02 2. 97 3. 08 3. 02 3. 03 3. 08





ごとに t 検定を行った。【表 ２ 】
その結果， １ 歳代の〈接近接触〉（t（211）＝
－2. 13）， １ 歳代の〈従順〉（t（213）＝－2. 09），
２ 歳代の〈従順〉（t（266）＝2. 08）， ２ 歳代の
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が ３ 歳・ １ 歳より負担感が高かった。不安感に
ついては，年齢の主効果が有意（F（2,432）＝


















N 平均値 （SD） t 値（df）
安全基地 １ 歳代 先行研究 70 24. 1 （4. 29） 0. 494 n.s.
本研究 144 23. 7 （4. 69） （212）
２ 歳代 先行研究 146 23. 1 （4. 16） 1. 74 n.s.
本研究 123 22. 1 （4. 66） （267）
３ 歳代 先行研究 216 21. 5 （4. 55） 0. 358 n.s.
本研究 171 21. 3 （5. 29） （385）
接近接触 １ 歳代 先行研究 70 25. 4 （2. 98） －2. 134 p＜.05
本研究 144 26. 3 （2. 83） （212）
２ 歳代 先行研究 146 26. 0 （2. 75） 0. 926 n.s.
本研究 121 25. 7 （3. 04） （265）
３ 歳代 先行研究 216 25. 7 （3. 14） －1. 024 n.s.
本研究 168 25. 9 （2. 88） （382）
従順 １ 歳代 先行研究 70 21. 7 （3. 82） －2. 091 p＜.05
本研究 146 22. 8 （3. 29） （214）
２ 歳代 先行研究 146 22. 4 （3. 34） 2. 087 p＜.05
本研究 123 21. 5 （3. 78） （267）
３ 歳代 先行研究 216 21. 7 （3. 60） 0. 454 n.s.
本研究 167 21. 6 （3. 64） （381）
不信回避 １ 歳代 先行研究 70 18. 9 （3. 48） 0. 328 n.s.
本研究 146 18. 7 （3. 58） （214）
２ 歳代 先行研究 146 19. 2 （3. 10） 2. 548 p＜.05
本研究 123 18. 1 （3. 10） （267）
３ 歳代 先行研究 216 19. 3 （3. 10） 3. 268 p＜.05
本研究 171 18. 2 （3. 10） （385）
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表 ３．年齢段階とAQS ３ 群における育児感情得点の記述統計量
１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群
負担感 n 30 104 12 146 23 79 22 124 24 115 33 172 77 298 67
M 2. 03 2. 14 2. 20 2. 12 2. 39 2. 31 2. 55 2. 36 2. 09 2. 22 2. 33 2. 22 2. 16 2. 21 2. 38
SD （.59）（.45）（.51）（.49） （.53）（.51）（.54）（.52） （.41）（.45）（.52）（.46） （.54）（.47）（.53）
不安感 n 30 104 12 146 23 78 22 123 24 115 33 172 77 297 67
M 2. 38 2. 52 2. 25 2. 47 2. 73 2. 65 2. 62 2. 66 2. 58 2. 60 2. 40 2. 56 2. 55 2. 59 2. 44
SD （.70）（.67）（.57）（.67） （.63）（.76）（.60）（.71） （.67）（.57）（.81）（.64） （.68）（.66）（.71）
肯定感 n 28 97 12 137 23 77 22 122 24 111 33 168 75 285 67
M 3. 42 3. 29 3. 43 3. 33 3. 50 3. 22 3. 20 3. 27 3. 40 3. 24 3. 09 3. 23 3. 44 3. 25 3. 19






２ 歳が， ３ 歳， １ 歳より高かった。Ｍ群では，
２ 歳が １ 歳より高かった。不安感については，
年齢の主効果が有意傾向（F（2,432）＝2. 98，p








向にあり， ２ 歳が ３ 歳・ １ 歳より高かった。不
安感については，年齢の主効果が有意（F







であり，Ｌ群がＭ群・Ｈ群より高く， ２ 歳が ３
歳・ １ 歳より高かった。不安感については，








であり，Ｌ群がＨ群より高く， ２ 歳が ３ 歳・ １
歳より高かった。不安感については，〈不信回




１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群
負担感 n 31 100 15 146 20 86 18 124 24 111 37 172 75 297 70
M 2. 17 2. 13 1. 98 2. 12 2. 30 2. 31 2. 71 2. 36 2. 13 2. 19 2. 38 2. 22 2. 19 2. 20 2. 38
SD （.51）（.48）（.54）（.49） （.52）（.50）（.56）（.52） （.50）（.44）（.48）（.46） （.51）（.47）（.56）
不安感 n 31 100 15 146 20 85 18 123 24 111 37 172 75 296 70
M 2. 58 2. 42 2. 57 2. 47 2. 80 2. 59 2. 87 2. 66 2. 55 2. 60 2. 44 2. 56 2. 63 2. 54 2. 58
SD （.78）（.64）（.64）（.67） （.64）（.74）（.60）（.71） （.65）（.63）（.68）（.64） （.70）（.67）（.67）
肯定感 n 30 92 15 137 20 84 18 122 24 107 37 168 74 283 70
M 3. 35 3. 31 3. 36 3. 33 3. 47 3. 23 3. 22 3. 27 3. 27 3. 26 3. 14 3. 23 3. 36 3. 27 3. 21
SD （.49）（.47）（.47）（.47） （.50）（.42）（.50）（.45） （.74）（.50）（.55）（.55） （.58）（.47）（.52）
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＜.10）。年齢段階における〈不信回避〉 ３ 群の
単純主効果の検定の結果， ２ 歳， ３ 歳における
〈不信回避〉 ３ 群の単純主効果が有意であり
（順に F（2,432）＝3. 66，p＜.05；F（2,432）＝6. 27，












業主婦家庭を含む １ 歳代～ ３ 歳代の AQS の基
表 ５．年齢段階と接近接触 ３群における育児感情得点の記述統計量
１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群
負担感 n 34 85 27 146 23 71 30 124 35 102 35 172 92 258 92
M 1. 94 2. 16 2. 22 2. 12 2. 47 2. 28 2. 50 2. 36 2. 21 2. 19 2. 32 2. 22 2. 17 2. 21 2. 35
SD （.52）（.49）（.40）（.49） （.57）（.49）（.53）（.52） （.54）（.40）（.54）（.46） （.58）（.46）（.51）
不安感 n 34 85 27 146 23 70 30 123 35 102 35 172 92 257 92
M 2. 34 2. 50 2. 55 2. 47 2. 92 2. 54 2. 74 2. 66 2. 50 2. 54 2. 68 2. 56 2. 55 2. 53 2. 66
SD （.71）（.68）（.59）（.67） （.58）（.72）（.72）（.71） （.76）（.60）（.62）（.64） （.73）（.66）（.64）
肯定感 n 32 79 26 137 22 71 29 122 35 100 33 168 89 250 88
M 3. 46 3. 29 3. 28 3. 33 3. 25 3. 39 3. 12 3. 27 3. 34 3. 24 3. 10 3. 23 3. 36 3. 28 3. 16
SD （.48）（.48）（.42）（.47） （.52）（.39）（.52）（.45） （.64）（.48）（.64）（.55） （.56）（.46）（.54）
表 ６．年齢段階と従順 ３群における育児感情得点の記述統計量
１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群
負担感 n 35 98 13 146 18 77 29 124 22 119 31 172 75 294 73
M 2. 02 2. 14 2. 21 2. 12 2. 26 2. 27 2. 68 2. 36 2. 02 2. 23 2. 33 2. 22 2. 08 2. 21 2. 45
SD （.55）（.46）（.50）（.49） （.56）（.47）（.52）（.52） （.55）（.44）（.45）（.46） （.55）（.46）（.52）
不安感 n 35 98 13 146 18 76 29 123 22 119 31 172 75 293 73
M 2. 20 2. 55 2. 61 2. 47 2. 50 2. 62 2. 87 2. 66 2. 46 2. 55 2. 68 2. 56 2. 35 2. 57 2. 74
SD （.68）（.68）（.42）（.67） （.67）（.72）（.69）（.71） （.76）（.59）（.73）（.64） （.71）（.65）（.67）
肯定感 n 33 91 13 137 18 76 28 122 22 116 30 168 73 283 71
M 3. 40 3. 32 3. 19 3. 33 3. 58 3. 24 3. 15 3. 27 3. 27 3. 29 2. 99 3. 23 3. 40 3. 29 3. 09
SD （.52）（.45）（.51）（.47） （.49）（.44）（.40）（.45） （.74）（.48）（.61）（.55） （.59）（.46）（.51）
表 ７．年齢段階と不信回避 ３群における育児感情得点の記述統計量
１ 歳代 ２ 歳代 ３ 歳代 全体
H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群 全体 H 群 M 群 L 群
負担感 n 32 97 17 146 20 86 18 124 28 117 27 172 80 300 62
M 2. 10 2. 13 2. 12 2. 12 2. 15 2. 36 2. 65 2. 36 2. 14 2. 23 2. 28 2. 22 2. 12 2. 23 2. 34
SD （.40）（.49）（.66）（.49） （.51）（.50）（.55）（.52） （.52）（.46）（.43）（.46） （.46）（.49）（.57）
不安感 n 32 97 17 146 20 85 18 123 28 117 27 172 80 299 62
M 2. 44 2. 51 2. 27 2. 47 2. 31 2. 70 2. 85 2. 66 2. 17 2. 61 2. 76 2. 56 2. 32 2. 60 2. 65
SD （.75）（.64）（.68）（.67） （.81）（.65）（.76）（.71） （.68）（.63）（.49）（.64） （.74）（.64）（.67）
肯定感 n 31 90 16 137 20 85 17 122 28 114 26 168 79 289 59
M 3. 47 3. 28 3. 31 3. 33 3. 55 3. 21 3. 23 3. 27 3. 37 3. 25 3. 00 3. 23 3. 45 3. 25 3. 15






なった。① AQS 全体得点は， １ 歳が， ２ 歳，
３ 歳より高い。②〈安全基地〉は， １ 歳が ２ 歳，






１ ～ ３ 歳代では有意な差がみられないこと，
AQS 得点に概ね性差が認められないことに関
しては，安治（1996）と同様の結果が示された。
〈従順〉に関しては，安治（1996）では １ ～ ３




































いては，育児負担感は， ２ 歳代が， ３ 歳代・ １














年齢により負担感が異なり， ２ 歳代が， ３ 歳代，
































ないものの， ２ 歳， ３ 歳代になるとＬ群とＭ群
の育児不安感が，Ｈ群に比べて高くなることが




えられる。 ２ 歳， ３ 歳代のＭ群に着目すると，
負担感についてはＨ群と差がないものの，不安
感はＬ群と同様に，Ｈ群より高いことが示され
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